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（E） F 値 多重比較




苦悶因子 2.67 2.48 2.72 2.23 2.75 3.448** （A）>（D）（C）>（D）
現実直視因子 2.65 2.45 2.12 2.73 2.25 2.785* （A）>（C）（‡）（D）>（C）（‡）
‡：p < .10，*：p < 0.05，**：p < 0.01，***：p < 0.001 ‡：p < .10，>：p < 0.05，>>：p < 0.01，>>>：p < 0.001
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因子のうち，計画立案（β = .164，p < .10）と
責任転嫁（β = ︲.126，p < .10）の下位尺度が，
10％水準で自尊感情に影響を及ぼすことが
示唆された（Table 5）。R2は .070であり，




































た。Figure 1 にパス図を示す（Figure 1）。
Ⅴ　考察
１．喪失体験の種類と喪失体験時の感情に
ついての異同の検討
　池内ら（2001）は，精神的自己の喪失と肉
体的自己の喪失を「自己喪失」，死別と離
別を「対人関係の喪失」，物的喪失とペッ
トの喪失を「物的所有物の喪失」として検
討し，どの喪失体験においても生起感情に
は大きな違いがないとしている。一方で，
木村（2009）は，ペットロスは対象喪失の一
種であり，親しい人物の死別の場合と同様
の悲嘆のプロセスを経るとしている。喪失
を受容する過程の中で，落ち着かない，集
中できない，悲観的，不安などの症状が見
られると述べている。本研究では，より詳
細に喪失体験の種類と喪失体験時の感情に
ついての検討を行うために自信ややる気の
喪失を「精神的自己の喪失」，友人や恋人
との別れ等を「対人関係の離別」，物的喪
失を「物的所有物の喪失」，ペットの喪失
を「ペットの喪失」として検討した。その
結果，「ペットの喪失」よりも「物的所有
物の喪失」の方が苦悶を感じているとの知
見が得られ，「物的所有物の喪失」よりも
「ペットの喪失」の方が現実直視を行って
いる知見が得られた。この結果から，池内
ら（2001）のように，物的喪失とペットの喪
失を「物的所有物の喪失」として検討する
よりも，本研究で得られた知見を鑑みる
と，「物的所有物の喪失」と「ペットの喪
失」は異なる喪失体験であると考えること
が適切であると考える。このように捉える
ことで，喪失体験を経験した者の理解の一
助となることが推察される。
２．自尊感情得点と TAC-24の各因子の関
係の検討
　武井ら（2011）は喪失体験からの回復過程
における認知と対処行動について検討して
いる。喪失体験を経験した後，それに対す
る気持ちや考えが変化するようになった
きっかけを転換期としている。そして，武
井ら（2011）によると転換期には，喪失体験
当時よりも気晴らし行動が多いことが示さ
れ，喪失体験当時よりも放棄・諦め行動が
少ないことを報告している。喪失体験時か
らの回復には，肯定的な認知が増えること
と，行動を活性化することが重要であるこ
とを明らかにされている。一方，本研究で
は，転換期ではなく，喪失体験時の感情に
焦点を当て，検討した。なぜならば，喪失
体験直後は特に苦痛度が高いため，何らか
の対処や支援を必要とする可能性が高い。
苦痛度の高い時期にどのように対処を行う
ことが，よい影響をもたらすかを検討する
ことにより，喪失体験を経験した人への支
援を行う上で有用な臨床的な示唆を得るこ
とができると考えたからである。本研究の
結果，喪失体験直後に責任転嫁をするほど
現在の自尊感情得点は低くなり，計画立案
をするほど現在の自尊感情得点は高くなっ
た。この結果から，喪失体験に対し，原因
を検討しどのようにしていくべきか考える
ことや過ぎたことの反省をふまえて，次に
すべきことを考えるといった対処行動をと
ることが重要であることが明らかとなった。
　それらを踏まえて，喪失体験者に有効な
サイコエデュケーションを考えることが出
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来る。例えば，原因を検討し，喪失体験に
対しどうするべきか考えるプログラムが挙
げられる。また，喪失体験を周囲の責任に
することは負の影響となることを教示する
プログラムが挙げられる。これらのサイコ
エデュケーションのプログラムを検討する
ことは今後の課題である。また，本研究に
おいて喪失体験時の対処方略と自尊感情の
因果関係について明らかになっていないた
め，検討することも今後の課題である。
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